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抗議文

神奈川県教育委員会は７月24日、実教出版の日本史教科書「高校日本史A」「高校日本史B」を選定した県立高等学校長に対して、「再考を依頼」した。

これは、前日開催された教育委員会委員協議会において、教育委員から同教科書の採択について疑義が出されたことで、教育委員会事務局が不採択の可能性があると判断したとのことである。

　各学校では、教育委員会４月臨時会において決定された「平成26年度神奈川県立高等学校等使用教科用図書採択方針」に基づき、すべての教科用図書の検討を行い、教科書選定会議などにおいて、「使用希望教科書」を選定し、教育長に提出している。
各学校の「使用希望教科書」は、公正の確保が徹底されるなか、学校目標や教科目標などをふまえ、学校・生徒の実情に則した「最適」なものである。
しかしながら、すべての選定作業終了後に、県教委が「再考を依頼」したことは、自らが示した「教科書選定・採択手続きの流れ（平成26年度使用教科書）」を蔑ろにするものであり、学校における公正かつ慎重な選定に対する不当な介入である。断じて容認できるものではない。

神高教は、県教委に対して、「使用希望教科書」の「再考」の「依頼」に断固抗議する。そして各学校への不当な「依頼」を即時撤回することを強く求める。

